
 広島巡回展は今回 67回を数えました。
 昭和 30年、故増田勉、新田稲實両先生が中心となり中国地方展
として地元デパート福屋で開催されたのが広島展始まりです。
その後旧県立美術館、一時天満屋での巡回を経て現在の美術館での
開催を続けてまいりました。
巡回展も６７回も回を重ねると、当初の二科展を誘致するという
熱気を知るメンバーも少なくなり、次代に引継ぐことがむずかしく
なっていました。
 今回の巡回展は広島の最後を飾る展覧会となりました。
今までご協力頂きました皆様に感謝申し上げます。有難うございま
した。

二科広島支部　支部長　高松良幸

■ 展示数
）点91　元地（点35　】画絵【 
）点1　元地（点21 　】刻彫【 
）点31　島広（点48】ﾝｲﾞｻﾞﾃ【 
）点751島広（点581　】真写【 

合　計 　334点（広島 190点）
 ■入場者数　3､153 人

■ 巡回展 報告
　広島では正月開催が恒例の二科巡回展は
広島県立美術館　地階県民ギャラリーにて
1月 23日～1月 28日迄開催された。
今年の出点数は巡回作品に地元 190点を加え
た４部門 334点の展示となり、来場者は昨年
より多く、3,153 人の来場者となった。


